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令和7年度温泉熱の有効活用促進セミナー

～温泉熱を活用したミニトマトの栽培事例～
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株式会社アルプス技研会 社 名

1971年1月（創業1968年7月）設 立

23億47百万円（2025年12月末現在）資 本 金

連結498億58百万円
単体386億27百万円（2024年12月期）

売 上 高

連結6,206名
単体4,712名（2024年12月末現在）

従 業 員 数

東京証券取引所
プライム市場（コード番号4641）

上 場 区 分

【総合人材ビジネス事業】
・ものづくり事業
・開発・設計領域に特化した
アウトソーシング

・技術者派遣事業
・技術プロジェクトの受託事業

事 業 内 容

会社概要
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グループ会社
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株式会社アルプスアグリキャリア会 社 名

2018年4月設 立

4億円（2025年12月末現在）資 本 金

株式会社アルプス技研(100%)株 主

農業分野へのアウトソーシング事業事 業 内 容

本社・本社営業所
神奈川県相模原市緑区西橋本1-16-18 アルプス技研第2ビル 4階

名古屋営業所
愛知県名古屋市中村区名駅南2-14-19

上士幌オフィス
北海道河東郡上士幌町字上士幌東3線235-89

アルプス技研ファームとかち
北海道河東郡音更町字下士幌北3線東53-13

事 業 拠 点

会社概要
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中期経営計画 定性目標：第12次5ヵ年計画
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「③持続可能で豊かな社会の創生へ貢献」の取組み
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導入のきっかけ

• 土地の賃貸人である農業協同組合が自家源泉を有しており、既に温泉熱を
利用していたこと、自身で配管を新設すれば無償で提供を受けられること
等から、温泉熱の活用を決めた。

• 温泉熱のみではピーク時の熱需要を賄えないため、農業協同組合から
小麦くずを安価に購入できること・地元の鉄工所がバイオマスバーナーを
製造していたこと等から、小麦くずも熱源として活用することとした。

• 複数熱源を導入することでハウスの全熱需要を再エネ熱で賄い、ゼロカーボン
野菜としてのブランド化や高付加価値化を実現している。

• 寒冷地であることを考慮したシステム・設備の設計や、断熱性能の高い
ハウスの導入等により、寒冷地でも十分な温度の熱を供給している。

• ゼロカーボン野菜として販売することにより町の魅力発信を図るほか、
本事業を通じて育成された人材を他の農業生産者に派遣することで、
再エネ導入の促進・地域農業の発展等も図ることを想定している。
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【住所】
北海道河東郡

音更町字下士幌北3線東53-13
（JA木野特産物センター内）

※赤い塗りつぶし部分は音更町

アルプス技研ファームとかち 所在地
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内容項目

耐雪型八角ハウス（12.6m×50m） 2棟ハウス

ヤシガラを使用した隔離栽培槽（ココカラバック）栽培槽

JA全農式トロ箱溶液栽培システム“うぃずOne”のミニシステム潅水システム

天窓、カーテン、ミストを時間・温度によって制御
ハウス内制御盤からの操作のほか、遠隔監視・制御も可能

空調設備

温泉熱を利用した温風発生機（グリーンソーラ）×３
暖房設備

小麦屑を使用したバイオマスバーナー×１

ミニトマト栽培品種

3,240株（2棟）作付数

アルプス技研ファームとかち 主な仕様
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アルプス技研ファームとかちのハウス内
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収穫されたミニトマトは“温泉熱で育ったミニトマト”で『おんとま』として、
北海道十勝管内のスーパーにて販売されております。

“温泉熱で育った”ミニトマト 『おんとま』
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運営体制

株式会社
アルプス技研

環境省
（再エネ熱利用・発電等の

価格低減促進事業）

株式会社アルプス
アグリキャリア

木野農業組合

有限会社
杉浦配管設備工業

渡辺パイプ
株式会社

タキロンシーアイ
アグリ株式会社

ホクレン農業
協同組合連合会

株式会社
武田鉄工所

設計・施工

土地貸与・全般サポート
燃料調達・温泉提供

費用補助

設備利用

利用料 施設貸与
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システム概要図



14バイオマスバーナー

グリーンソーラ

グリーンソーラ グリーンソーラ グリーンソーラ グリーンソーラ

グリーンソーラ

バイオマスバーナー

うぃずOne

ミスト用
タンク・
ポンプ

制御盤制御盤分電盤 分電盤

ハウス１ハウス２

北

南

西東

①②③④⑤⑥①②③④⑤⑥

入口入口

①

②

グリーン
ソーラの
ダクト配置
イメージ

アルプス技研ファームとかち 平面図
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← グリーンソーラ
・温泉熱を利用した熱交換温風機。1ハウスに3台設置。
・JA木野特産物センターが有している温泉を無償利用 （源泉温度は約５２℃）。
・装置上部から取込んだ空気を温泉熱で温め、温められた空気が装置下部から排気。
・下部排気口にダクトをつけてハウス内部へ引き込んでいる。
・温度設定により、温風のON/OFF制御可能。
・グリーンソーラ3台で外気温-10℃以下でもハウス内は10℃以上をキープ。

バイオマスバーナー →
・ハウスの外に設置。1ハウスに1台設置。
・小麦くずを燃焼させて下の配管から取り込んだ空気を温め、

上の配管から排気。
・排気風量が弱いため、現在はダクトはつけずそのまま排出。
・燃焼後の炭は、そのまま畑に撒くことが可能。
・小麦くずは木野農業協同組合から排出されたものを使用。
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12⽉11⽉10⽉9⽉8⽉7⽉6⽉5⽉4⽉3⽉2⽉1⽉

12⽉11⽉10⽉9⽉8⽉7⽉6⽉5⽉4⽉3⽉2⽉1⽉

定植

11/2開所式

12月下旬収穫開始

収穫（5月末頃まで）
植替え
準備

定植

収穫（8月下旬頃から）

2024年

2025年

ハウス建設（8月～10月）

12⽉11⽉10⽉9⽉8⽉7⽉6⽉5⽉4⽉3⽉2⽉1⽉

収穫（６月末頃まで） 植替え
準備

定植

収穫（9月下旬頃から）

202６年予定

アルプス技研ファームとかち ミニトマト収穫計画


